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（2022.8.30） 

第４４回 サントリー地域文化賞 

選評・受賞者活動概要

選評 

地方のミニシアターの閉館が相次ぐ中、「函館市民映画館シネマアイリス」は市民

とともに映画の企画・製作を行うことで独自の道を切り拓いてきた。原作はすべて

函館出身である佐藤泰志の小説で、これまでに５本を製作、国内外で高く評価されて

いる。絶版になっていた佐藤の小説は相次いで復刊され、評伝も刊行された。忘れ

られた作家が映画によって蘇った稀有な例で、地方文化の底力を見る思いがする。 

里山づくりをテーマとする「はるなか」の活動のうち、選考委員会で注目を集めた

のが漆文化の再興である。漆の植栽のため、まずは開墾と土壌改良から取り組む

その姿勢は「会津の漆器を会津産の漆で作る」という並々ならぬ思いを感じさせる。

植栽や下刈りなど、青空の下で汗をかきながらのボランティア作業や、若手作家

によるぐい呑み作りなど、遊びや楽しみの要素があることも重要なポイントだ。 

「生態工房」は、近年注目を集める「かいぼり」を支援する活動を長年にわたり

行っている。かいぼりの目的は、単に池の水を入れ替えて外来種を駆除すること

ではなく、周辺も含めた生物多様性の回復と環境の保全である。自然との共生と

いうテーマを、楽しみながら共に実践することで人々に広めてきた功績は大きい。

全国各地で知識や技術の普及活動を行っており、ひとつの地域に根差した活動では

ないが、広い意味での地域文化への貢献であると評価された。 

高岡市金屋町に伝わる民謡・弥栄
や が え

節
ぶし

は、この地の伝統産業である鋳物作りの工程

のひとつ「たたら踏み」の作業唄が元になっている。この弥栄節を受け継ぐ活動を

しているのが「弥栄節保存会」で、行政のサポートをほぼ受けず、住民自身が担い手

となっている。毎月２回の囃子の練習、小中学校での指導、保育士や教諭らを対象と

する講習会、指導資料の作成・無料配布など、そのきめの細かさが住民の意識の

高さにつながっている。踊りやすくアレンジする、子どもたちの要望を取り入れる

など、時代に合わせた工夫を重ねている点も他地域の参考になるだろう。 

「丸亀市猪熊弦一郎現代美術館」は地域社会とアートをつなぐ存在として、 

さまざまな新しい試みを行っている。とくに子どもの美術教育に力を入れており、

美術や美術館を身近に感じてもらうための取り組みを継続して行っていることが
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評価された。高校生までの入館は無料で、子どもを対象とする無料のワークショップ

をほぼ毎月実施している。参加型の企画は学芸員の尽力なくしては成立せず、苦労

も多いはずだが、こうした活動は未来への投資にほかならない。 

コロナ禍が長引き文化活動も停滞を余儀なくされる中、本年度の受賞者の活動は、

どれも地道な継続の中にきらりと光る清新さ、そして楽しさがある。苦難の時代を

生きるヒントは地方にこそあると思わせてくれた。 

 

梯 久美子（ノンフィクション作家）評 
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北海道函館市  函館市民映画館シネマアイリス 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画像を含む報道用画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 
 

◎受賞理由 

市民に親しまれる映画館を運営すると共に、地元出身の作家・佐藤泰志の小説を

オール函館ロケにこだわり映画化。地元に根差した映画作品を市民と協働して

製作している点が高く評価された。 

 

◎活動概要 

北海道函館市・五稜郭地区にある６６席の小さな映画館「函館市民映画館シネマ

アイリス」は、映画上映を行う傍ら、地元に根差した映画製作を行っている。 

１９８３年、函館で喫茶店を営んでいた菅原和博氏は、映画好きの知人と自主

上映グループを結成。映画館や劇場、ライブハウスを利用し、地元では見ることが

難しい映画を上映する活動を続けていた。しかし、１９９０年代前半に函館市内

の映画館が次々と閉館。１９９３年、自主上映会場の一つであった老舗劇場・

巴座が閉館したことをきっかけに、菅原氏らは映画館の立ち上げを目指すように

なる。「一緒に映画館をつくりませんか」と呼びかけると、市民から約７００万円

の寄附が集まり、１９９６年に「函館市民映画館シネマアイリス」が開館した。 

代表となった菅原氏は、映画は好きだが映画館の運営に関しては素人。手探り

の運営を支えてくれたのは、映画好きの市民ボランティアだった。受付や事務

仕事を担うボランティアスタッフは、今もシネマアイリスに欠かせない存在だ。 

２００８年、菅原氏はボランティアスタッフから一冊の本を薦められる。函館

出身の作家、佐藤泰志（１９４９－１９９０）の作品集だった。当時、佐藤作品の

単行本は全て絶版となっており、地元でも知る人の少ない「忘れられた作家」で
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あった。短編の連作『海炭市叙景』には、函館をモデルとした架空の町「海炭市」

を舞台に、衰退する地方都市やそこで生きる人々の苦しみが描かれていた。菅原氏

は現実の函館に通じるものを感じ、「人生で一本だけ映画をつくるなら、この作品

しかない」という想いを抱いたという。 

映画化の道を模索する中、佐藤の同期生やファンと出会ったことが大きな力と

なった。彼らと共に実行委員会を立ち上げ、「市民発信の映画をつくろう」と活動

するうちに協力してくれる市民の輪が広がった。そして、企画に賛同した熊切

和嘉監督がメガホンを取り、２０１０年に映画『海炭市叙景』が公開。美しい

街並みや夜景といった世間一般のイメージとは異なる、市民が暮らす町としての

函館と、そこで生きる人々の姿を描いた同作は国内外で高い評価を得た。また、

映画化をきっかけに佐藤作品が次々と復刊されるなど、同氏の再評価にも繋がった。 

その後も、佐藤作品を原作としてオール函館ロケにこだわり、『海炭市叙景』を

含めて５作品を映画化。いずれの作品も市民がキャストやエキストラとして出演

する他、撮影時の炊き出し、ロケハンの情報提供や製作費の寄附など、市民に

支えられた映画づくりを続けてきた。 

「町の現実を映しながら、その地で生きていく意味を描くことが、町を愛する

ことに繋がる」と話す菅原氏。シネマアイリスはこれからも函館の町と、そこに

住む人々と共に歩み続けるだろう。 

 

◎代表者および連絡先 

〈代表〉 

菅原
すがわら

 和博
かずひろ

氏（函館市民映画館シネマアイリス代表、６６歳） 

〈連絡先〉 

電話：０１３８－３１－６７６１ 

（函館市民映画館シネマアイリス事務所） 

 

 

◎北海道内のこれまでの受賞者 

鹿追町  しかりべつ湖コタン（２０２１年） 

函館市  函館西部地区バル街（２０１９年） 

上川地域 「君の椅子」プロジェクト（２０１５年） 

釧路市  北海道くしろ蝦夷太鼓（２０１０年） 

壮瞥町  昭和新山国際雪合戦（２００７年） 

札幌市  加藤 博氏（個人）（１９９９年） 

札幌市  ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り（１９９８年） 

函館市  市民創作「函館野外劇」の会（１９９３年） 
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士別市  士別サフォーク研究会（１９９１年） 

札幌市  札幌こどもミュージカル（１９９０年） 

東川町  東川氷土会（１９８９年） 

置戸町  おけと人間ばん馬（１９８７年） 

函館市  南茅部沿岸漁業大学（１９８５年） 

旭川市  木内 綾氏（個人）（１９８３年） 

江差町  江差追分会（１９８２年） 

函館市  カール・ワイデレ・レイモン氏（個人）（１９７９年） 
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福島県会津若松市  はるなか 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画像を含む報道用画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 
 

◎受賞理由 

会津藩家老・田中玄
はる

宰
なか

の名を掲げて、地域住民が力を合わせる里山づくり。「桜の

名所、漆の里“会津”」実現に向けて桜や漆の植栽に取り組み、地域の伝統工芸

である会津塗を盛り立てている点が高く評価された。 
 

◎活動概要 

福島県の西部に位置する会津地方は、越後山脈と奥羽山脈に挟まれた内陸の地域

である。太平洋側気候と日本海側気候、様々な動植物の北限と南限とが交わり、

多雪で湿度も高いことから、古くから自然の豊かな土地であった。ここ会津を

桜の名所、漆の里にしようと里山づくりに取り組んでいるのが、特定非営利活動

法人はるなかである。 

活動のきっかけは、高校時代に生物部で自然保護を学んだ佐藤光信氏の「会津の

自然を守りたい」という思い。氏の熱意に打たれた仲間たちが集い、２００４年

１２月にはるなかを立ち上げた。掲げた名は、会津藩で大老をつとめ、天明の

大飢饉を乗り越えて地場産業や特産品の基礎を作った田中玄宰（１７４８－ 

１８０８）に由来する。 

はるなかは、桜、漆、木綿・藍、自然環境、地域活性化の５部会から成り、桜や

漆の植樹・維持管理、綿の普及事業、地域住民向け講演会、田中玄宰の墓前整備

といった幅広い活動を行っている。会員やボランティアなど、年間のべ４００名

を超える地域住民が参加していることも特徴である。桜部会では、立ち上げから

１７年間で４０種７５０本を植樹、早咲きから遅咲きの八重桜系統まで多くの

品種を植樹し、長期間楽しめることを目標に活動を進めている。 
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近年、新たな展開を見せているのが漆部会の活動である。かつて会津では百万本

を超える漆が育てられていたが、昭和の終わりには漆液の生産がほとんどゼロ

になっていた。再び会津を漆の里にして、会津産の漆で会津の漆器を作りたいと

願った会員たちは、開墾や土壌改良に努め、２００６年に３００本の漆を植樹。

その後も新たな土地での植樹と月２回の下刈り作業を地道に続け、２０２１年に

初めて漆６０本から１３キロの漆液を掻いた。植樹から１５年越しに採取した

念願の漆液は、２０～３０代の若手職人７名の手によりぐい呑み５５０個の製作

に用いられ、長年の夢が実現。今後は当会の漆液を使った「はるなか」ブランド

商品を頒布するシステムを作り、その製作を通してベテランから若手へ仕事や

ノウハウを継承できる場をつくる考えだ。 

恵まれた気候を生かした里山づくりを進め、地域の伝統工芸・会津塗の再興にも

励む彼らの姿からは、会津が実に豊かな地域性を持つことに気づかされる。また、

鶴ヶ城の城下町として栄え、歴史を重んじる風土が根付くここ会津では、郷土

の偉人に光をあてることもごく自然なことだったのだろう。 

田中玄宰という先人の故郷への思いを継ぎ、地域に根差した活動を展開する 

はるなか。彼らが掲げる夢、「桜の名所、漆の里“会津”」はすぐそこにある。 

 

◎代表者および連絡先 

〈代表〉 

佐藤
さ と う

 光信
みつのぶ

氏（認定ＮＰＯ法人はるなか理事長、７２歳） 

〈連絡先〉 

電話：０９０－９６３４－１７７４ 

（認定ＮＰＯ法人はるなか事務局） 

 

 

◎福島県内のこれまでの受賞者 

郡山市   民俗芸能を継承するふくしまの会（２０２１年） 

川俣町   〈特別賞〉 コスキン・エン・ハポン（２０１１年） 

会津若松市 童劇プーポ（１９９５年） 

川俣町   コスキン・エン・ハポン（１９９３年） 

檜枝岐村  檜枝岐 いこいと伝統の村づくり（１９９２年） 

いわき市  いわき地域学會（１９９１年） 

福島市   ＦＭＣ混声合唱団（１９７９年） 
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東京都武蔵野市  生態工房 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画像を含む報道用画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 
 

◎受賞理由 

多くの地域で途絶えた「かいぼり」を、都市公園をはじめとする様々な場所の

水辺再生の手段として復活。「かいぼり」の現代的意義と楽しさを伝える先導者

としての役割が高く評価された。 

 

◎活動概要 

かつて日本の多くの農村で行われていた「かいぼり」。ため池の維持管理のため、

地域住民が定期的に集まって、池の水を抜き池底の泥をさらって天日干しする

共同作業であり、江戸時代の史料にも人々が楽し気に魚や生き物を捕まえる様子

が描かれている。しかし、減反政策や農業従事者の減少によってため池の管理が

行き届かなくなるなどした結果、この慣習は多くの地域で途絶えていった。それが

１９９０年代になると、水質改善や外来種駆除に有効とされるようになり、  

これらの課題を抱える公園や自治体などが池や濠でかいぼりを行うようになった。 

生態工房は、都立光が丘公園で自然保護区域の管理運営を行う任意団体として

１９９８年に発足。活動を拡充する中で、生態系に悪影響を及ぼす外来種を駆除

するかいぼりが生物多様性の回復にも効果が高いことを知り、都会の池での実践

を目指すようになった。２０１０年、外来魚と水質悪化が問題視されていた都立

井の頭恩賜公園の井の頭池で、東京都が２０１３年度のかいぼりの実施を決定。

生態工房は、市民協働のコーディネートを委託された。 

実施にあたっては、地域住民がやりがいを持ちながら楽しく参加することを 

目指した。活動の核として「井の頭かいぼり隊」というボランティアメンバーを
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募り、準備段階から実施後の池の保全まで継続的に活動する仕組みを作った。

さらに池干し期間には池底探検ツアーの開催や、生き物を展示する解説所の設置、

かいぼりの成果報告会の開催と、様々な人たちがかいぼりを知り、関わるための

工夫を凝らした。都会の多くの住民にとって、かいぼりによって絶滅したと  

思われていた水草が復活したり、都内でも希少なトンボや水鳥の巣づくりを間近

で見られるようになったことは新鮮な驚きで、かいぼりの意義と池の価値を 

あらためて知る機会となった。 

この井の頭池での活動が、地域住民と共に行う生態工房流のかいぼりのモデル

となった。その後井の頭池では２０１５年度、２０１７年度にもかいぼりを実施

した他、「井の頭かいぼり隊」によるモニタリングや来園者向けの自然ガイドツアー

などの活動を継続受託している。近年はかいぼりに対する関心の高まりから問合せ

も増え、関東地方の自治体や長野県の団体にも支援を行っており、水辺再生に

取り組む住民の輪も着実に広がっている。 

生態工房が行うかいぼりのキャッチフレーズは「よみがえれ！わたしたちの池」。

かいぼりの復活は、地域の水辺が住民同士の繋がりを保ち、身近な自然を見つめ

直すというかつての役割を取り戻すことにもつながっている。古くて新しい水辺

の楽しみを伝える先導者として、生態工房の今後一層の活躍が期待される。 

 

◎代表者および連絡先 

〈代表〉 

片岡
かたおか

 友
とも

美
み

氏（認定ＮＰＯ法人生態工房理事長、４９歳） 

〈連絡先〉 

電話：０４２２－２７－５６３４ 

（認定ＮＰＯ法人生態工房事務局） 

 

 

◎東京都内のこれまでの受賞者 

武蔵野市 武蔵野中央公園 紙飛行機を飛ばす会連合会（２００４年） 

文京区  谷根千工房（１９９２年） 

墨田区  下町タイムス社（１９８８年） 
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富山県高岡市  弥栄
や が え

節
ぶし

保存会 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画像を含む報道用画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 
 

◎受賞理由 

高岡の発展を支えた鋳物づくりの作業唄をルーツとする民謡「弥栄節」を、時代

の変化や子どもたちの要望に応じてアレンジを加えつつ住民自ら保存・継承する

取り組みが高く評価された。 

 

◎活動概要 

高岡の町は今から４００年ほど前、加賀前田家二代目当主の利
とし

長
なが

によって開かれた。

その際、利長が産業振興の拠点と位置付けて鋳物師を住まわせ厚い保護を与えた

のが、金屋町
か な や ま ち

と呼ばれる一画である。「高岡鋳物」の産地として大いに栄え長年に

わたって高岡の発展に貢献してきたこの地域には、軒先の千本格子が印象的な

風情ある街並みが今も残り、国の重要伝統的建造物群保存地区にも選定されて

いる。 

金屋町では毎年６月、利長の命日にその遺徳を偲ぶ祭り「御印
ご い ん

祭
さい

」が催される。

そこで披露されるのがこの町に伝わる民謡「弥栄節」で、前夜祭では町の目抜き

通りを踊りながら練り歩く「町流し」が、本祭では利長の墓前で「奉納踊り」

が行われる。町の住民にとってこの民謡は「囃子が聞こえてくると自然に体が

動き出す」ほどなじみが深いという。 

弥栄節は作業唄をルーツとする。高岡鋳物づくりの現場で夜通し行われた過酷な

作業、「たたら踏み」のさなかに、疲れる心身を元気づけ仲間と息を合わせるために

工員たちが唄った。大正末期、電化が進むなかで過酷な作業とともに一旦は姿を

消したが、昭和に入り、地元産業を支えた唄の喪失を惜しむ有志の熱意で復活。
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その後、１９７５年に弥栄節保存会が設立された。現在は、金屋町の自治会員

全員が保存会の会員となって、唄と踊りを通じた地域住民の交流促進や、次世代

育成を中心とした保存・継承活動を展開している。 

御印祭の町流しには、金屋町をはじめ市内全域から約１,０００人の踊り子が参加

するほか、県内各地から見物客も多数集まり、交流を楽しむ。コロナ禍で御印祭

が中止となった２０２０年・２０２１年も「リモート町流し」を行い、オンライン

でつながった地域住民が心を一つにして弥栄節を踊ったという。次世代育成の

活動としては、小・中学生への指導や、保育士・教諭らを対象とした講習会、

指導用映像資料の作成・寄贈などを行っている。地域の小・中学生が運動会や

文化祭で踊りを披露する様子は、この地域の恒例となっている。さらに、「子ども

たちにも唄いやすくしてほしい」「琴を使って演奏したい」といったリクエストに

応えてアレンジを施すなど、この歴史ある民謡は今も様々に形を変えつつ大切

に継承されている。 

保存会会長の藤田益一氏は「『弥栄節』は、高岡の町の歴史・産業と密接にかか

わっている民謡。この文化を守ることは、高岡の町を守ることと同じと考えて

いる」と話す。高岡の繁栄を伝える唄として、弥栄節はこれからも末永く唄い

継がれてゆくだろう。 
 

◎代表者および連絡先 

〈代表〉 

藤田
ふ じ た

 益
ます

一
かず

氏（弥栄節保存会会長、７３歳） 

〈連絡先〉 

金森
かなもり

 仁
ひと

志
し

氏（弥栄節保存会事務局長） 

電話：０７６６－２２－４１７５ 

 
 

◎富山県内のこれまでの受賞者 

立山町  布橋灌頂会実行委員会（２０１４年） 

高岡市  伏木相撲愛好會（２０１２年） 

高岡市  福岡町つくりもんまつり（２００６年） 

富山市  全日本チンドンコンクール（２００５年） 

富山市  富山県民謡越中八尾おわら保存会（２００４年） 

南砺市  スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド（２００２年） 

富山市  ふるさと開発研究所（１９９７年） 

南砺市  南砺市いなみ国際木彫刻キャンプ実行委員会（１９９６年） 

高岡市  越中野外音楽劇団（１９９４年） 

富山市  劇団「文芸座」（１９８１年） 
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香川県丸亀市  丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画像を含む報道用画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 
 

◎受賞理由 

開館以来３０年間、子どもたちのためのアート教育に注力し、美術を身近に感じて

もらうための取り組みを継続的に実施。丸亀市民に親しまれる文化芸術活動の

拠点として高く評価された。 

 

◎活動概要 

猪熊弦一郎（１９０２－１９９３）は、昭和を通して国内外で活躍した香川県

出身の現代美術作家である。猪熊は幼少期を県中西部の丸亀市で過ごし、地元

に対する強い思い入れをもっていたことから、同市からの美術館創設に関する

協力依頼を快諾。丸亀市猪熊弦一郎現代美術館（略称「ＭＩＭＯＣＡ
ミ モ カ

」。以下、

ミモカ）は、１９９１年、猪熊の大きなサポートを得てＪＲ丸亀駅前に完成した。 

猪熊は「美術館の活動を通じて美しいものがわかり、新しいものに共感できる

ような豊かな感受性と優しい気持ちを持った人に育ってほしい」という思いから、

ミモカが子どもたちを大切にする美術館になるよう全面的に協力。建物正面に

手掛けた壁画など落書きにも見える猪熊作品を見て、自分にも描けると思って

美術に親しみをもった子どもたちが、繰り返しミモカに足を運ぶ姿を目指した。 

猪熊の思いを受け継いだミモカは、「子どものためのアート教育」に力を入れて

おり、開館以来３０年間で５０万人を超える子どもたちに様々な現代美術作品

とふれあう機会を提供してきた。なかでも特徴的なのが、ほぼ毎月欠かさずに

開催する子ども向けの無料ワークショップである。これほど長期にわたり継続

している月例の無料ワークショップは、全国でも珍しいという。またミモカは
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「文化芸術が常に傍にある環境作り」にも注力してきた。日常生活の中で子ども

たちが気軽に現代美術とふれあえるよう、入場無料の対象を高校生までとしたり、

学校への出前講座を積極的に開催してきたほか、猪熊作品を用いた美術館オリジ

ナルグッズの学校行事への提供や、来館やイベント時にもらえるスタンプを集めた

子どもに対するプレゼント企画なども行ってきた。 

長期にわたるこうした取り組みが実を結び、ミモカは、今ではすっかり丸亀市民

の日常に溶け込んでいる。閉館後も開放されているコンコースには、高校生らが

集う姿が日常的に見られる。また、幼い頃にミモカでアートに親しんだ人たちが、

今では親世代となり、リピーターとして子連れで訪れるようになったという。

そうした結果、市民の間では今、猪熊自身ともミモカともとれる「いのくまさん」

という愛称が定着し、様々な世代から親しまれている。 

猪熊は、「アートは心のビタミン」、「美術館は心の病院」と考えていた。これからも

ミモカは地元住民の心を豊かにする場所であると同時に、地域を元気づける文化

芸術拠点としての役割が大いに期待されている。 

 

◎代表者および連絡先 

〈代表〉 

長原
ながはら

 孝
たか

弘
ひろ

氏（丸亀市猪熊弦一郎現代美術館館長、７７歳） 

〈連絡先〉 

奥本
おくもと

 未世
み よ

氏 

（丸亀市猪熊弦一郎現代美術館アート・コミュニケーション 

グループ担当長） 

電話：０８７７－２４－７７５５ 

 

◎香川県内のこれまでの受賞者 

高松市  イサム・ノグチ日本財団（２０１２年） 

高松市  四国民家博物館（１９８４年） 

 

 

 

以  上 




